
【目的】

本邦では 2019年 6月よりがん遺伝子パネル検査が保険適応
となっている。2023年 8月には DNAだけでなく RNAも使
用する初めてのがんパネル検査として GenMineTOPがんゲ
ノムプロファイリング検査が保険適用承認を受けたばかり

であり、FFPE検体からの RNAの検体精度管理がますます
重要になってきている。ホルマリン固定時間の違いによる

FFPE検体からの RNAの量と質を調査し、次世代シーケン
シング（NGS）のホルマリンで Quality dataを比較した。
【方法】

肝細胞癌（HCC）手術組織を 10％中性緩衝ホルマリンで固
定し（1～240時間）、FFPEブロックを作製した。RNAを
抽出し、NanoDrop、Qubit、Bioanalyzerを用いて量と質を評
価した。シーケンスライブラリーを調製した後、各ライブ

ラリーの濃度を測定後、Oncomine Dx Multi-CDxシステムで
NGSを行い Quality dataを比較した。また FFPE保管期間に
よる RNAの量・質への影響を検討するために 500日後に
同一 FFPE検体を用いて同様の検討を行った。

【結果】

全サンプルの RNA収量は NGSに必要な閾値を満たしてい
たが、固定時間が長いと収量と長い RNA断片（>200 nt）
収量が減少した。NGS解析では、固定時間が長い RNAか
ら得られた内部コントロール遺伝子のシーケンスリードが

少ないことが示された。500日間保存された FFPE検体から
抽出された RNAは、FFPE作成後すぐに抽出した RNAと
比較して、RNA収量と質が低下していた。
【結論】

固定時間が短いほど RNA量と質は高かったが FFPE長期保
管後の RNAへの量・質への影響が大きかった。
短時間固定や過剰固定はシーケンス品質に悪影響を及ぼす

だけでなく、免疫染色などの他検査への影響を考えると避

けるべきである。切り出し時にできるだけ薄く切り出すな

ど工夫をしたうえで固定プロセスは、推奨されるガイドラ

イン(6-48時間）内で、適切な固定が迅速に終了できるよう
に努めるべきである。
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